
孫
文
の
共
和
宣
言
に
つ
い
て

　
Ｉ
世
界
の
友
邦
諸
国
民
に
あ
て
だ
声
明
－

伊
　
原
　
沢
　
周

問
題
の
提
出

　
二
百
六
十
余
年
続
い
た
清
王
朝
は
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
、

武
昌
で
勃
発
し
た
革
命
に
よ
っ
て
つ
い
に
滅
ん
だ
。
革
命
蜂
起
の

そ
の
時
、
革
命
の
最
高
指
導
者
た
る
孫
文
命
目
Ｙ
ａ
ｔ
-
ｓ
ｅ
ｎ
）
は
革

命
資
金
を
工
面
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
各
地
を
遊
説
中
で

あ
っ
た
。
二
日
後
の
Ｔ
一
日
の
朝
　
デ
ン
バ
ー
石
ｅ
ｎ
ｖ
ｅ
こ
の

あ
る
ホ
テ
ル
で
手
に
し
た
新
聞
で
、
こ
の
蜂
起
の
ニ
ュ
ー
ス
を
始

め
て
知
っ
た
孫
文
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
革
命
蜂
起
が
こ
れ
ほ

ど
す
ば
や
く
行
な
わ
れ
よ
う
と
は
全
く
意
外
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

　
清
朝
の
専
制
政
府
を
顛
覆
し
、
民
主
共
和
の
政
体
を
創
立
し
よ

う
と
す
る
孫
文
の
永
年
の
念
願
が
、
今
度
の
革
命
蜂
起
に
よ
っ
て

一
挙
に
達
成
で
き
る
と
、
彼
は
固
く
信
じ
て
い
た
。
欧
米
列
強
の

支
援
を
得
る
た
め
、
彼
は
急
遮
デ
ン
バ
ー
か
ら
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
さ
ら
に
大
西
洋
を
わ
た
っ
て
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
ヘ
赴
き
、

積
極
的
に
外
交
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
も
帰
国
を
急
い
だ
。

　
武
昌
蜂
起
直
後
の
Ｉ
〇
月
一
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
日
刊
紙
デ
ー

リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ス
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
呂
回
の
）
は
、
孫
文
の
革

命
蜂
起
の
共
和
宣
言
と
そ
の
宣
言
草
稿
の
写
真
を
、
と
も
に
掲
載

し
て
公
に
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
で
あ
る
。
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上
掲
の
原
文
の
邦
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
世
界
の
友
邦
諸
国
民
へ

　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
状

　
わ
れ
わ
れ
全
中
国
の
国
民
は
、
現
在
の
専
制
政
治
の
腐
敗
状
態

を
一
掃
し
、
そ
の
地
に
共
和
政
体
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
縫

組
の
征
服
者
の
く
び
き
を
払
い
除
け
る
た
め
、
目
下
兵
を
挙
げ
て

満
洲
政
府
と
戦
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
す
べ
て
の
友

好
諸
国
民
と
よ
り
緊
密
な
関
係
を
取
得
し
、
世
界
平
和
を
維
持
し
、

人
類
の
幸
福
を
増
進
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
行
動
が

よ
り
明
確
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
、
以
下
の
如
く
宣
言
す
る
。

　
一
、
本
日
以
前
に
、
満
洲
政
府
と
い
か
な
る
国
の
間
で
結
ば
れ

　
　
た
条
約
は
、
す
べ
て
そ
れ
ら
の
期
限
が
終
了
す
る
時
点
ま
で

　
　
引
き
続
き
有
効
で
あ
る
。

　
二
、
本
日
以
前
よ
り
存
在
す
る
、
満
洲
政
府
の
外
債
や
賠
償
金

　
　
は
、
内
容
変
更
な
く
、
承
認
さ
れ
、
従
来
通
り
海
関
に
よ
り

　
　
支
払
わ
れ
る
。

　
三
、
本
日
以
前
に
、
満
州
政
府
よ
り
い
か
な
る
国
に
譲
渡
し
た

　
　
租
界
は
尊
重
さ
れ
る
。

　
四
、
わ
が
国
民
軍
に
占
領
さ
れ
た
地
域
に
あ
る
い
か
な
る
外
国

　
　
の
財
産
と
そ
の
人
民
は
、
完
全
に
保
護
さ
れ
る
。

　
五
、
本
日
以
降
に
、
満
洲
政
府
が
い
か
な
る
国
と
締
結
す
る
す

　
　
べ
て
の
条
約
、
租
界
譲
渡
、
外
債
、
賠
償
金
は
承
認
さ
れ
な

　
　
い
。

　
六
、
い
か
な
る
国
籍
の
者
で
あ
れ
、
満
洲
政
府
に
味
方
し
、
わ

　
　
が
国
民
軍
に
抗
す
る
な
ら
ば
、
敵
対
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

　
七
、
い
か
な
る
国
か
ら
満
洲
政
府
に
供
給
さ
れ
る
軍
用
物
資
は
、

　
　
そ
の
種
類
を
問
わ
ず
、
捕
獲
時
に
お
い
て
、
没
収
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
孫
文
の
共
和
宣
言
は
、
辛
亥
革
命
史
に
重
要
な
意

義
を
も
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
こ
れ
に
言
及
し

た
例
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
に
私
の
管
見
の
数
点
を
と
り
上

げ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　
一
、
宣
言
の
漢
訳
と
そ
の
評
価

　
ま
ず
、
検
討
す
べ
き
点
は
、
こ
の
宣
言
の
中
国
語
の
訳
文
で
あ

る
。

　
一
九
一
一
年
一
一
月
一
六
日
（
辛
亥
年
九
月
二
六
日
、
木
曜
日
）

付
、
上
海
の
日
刊
紙
『
民
立
報
』
第
三
九
五
号
は
、
香
港
の
英
字

新
聞
『
南
清
早
報
』
か
　
６
七
の
宣
言
を
中
国
語
に
翻
訳
し
て
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

て
い
る
。
見
出
は
「
孫
浹
通
告
各
国
書
」
で
あ
る
。

　
民
立
報
は
一
九
一
〇
年
一
〇
月
、
同
盟
会
々
員
于
右
任
に
よ
っ

て
上
海
で
創
刊
さ
れ
、
革
命
思
想
を
鼓
吹
し
、
満
洲
政
府
に
厳
し
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く
批
判
を
浴
せ
た
有
力
新
聞
の
一
つ
で
あ
る
、
同
紙
の
そ
の
宣
言

の
訳
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
我
輩
中
華
之
国
民
也
、
憤
満
政
府
之
残
戻
、
用
是
特
起
雄
師

　
与
蒙
種
戦
、
務
祈
推
翻
悪
劣
之
政
府
、
駆
逐
暴
戻
、
而
建
立
共

　
和
国
、
与
各
友
邦
共
結
厚
誼
、
使
世
界
享
和
平
之
幸
福
、
而
人

　
類
臍
於
太
平
之
境
域
、
此
余
終
日
孜
々
以
求
之
者
。
今
僅
宣
告

　
微
意
如
下
、

　
　
一
、
満
政
府
於
我
軍
起
事
以
前
与
各
国
所
有
之
条
約
、
皆
作

　
　
　
為
有
効
、
至
該
政
府
顛
覆
之
時
為
止
。

　
　
二
、
於
我
軍
起
事
以
前
満
政
府
所
借
之
外
債
、
一
概
承
認
償

　
　
　
還
、
決
無
改
議
、
将
来
以
海
関
税
款
抵
賠
。

　
　
三
、
満
政
府
於
我
軍
未
起
事
以
前
関
与
各
国
之
租
界
、
一
律

　
　
　
保
全
。

　
　
四
、
居
留
中
国
之
外
人
及
其
財
産
、
担
任
切
実
保
護
。

　
　
五
、
満
政
府
於
我
軍
起
事
以
後
与
各
国
所
訂
開
之
条
約
、
租

　
　
　
界
及
借
款
、
一
概
永
不
承
認
。

　
　
六
、
各
国
如
有
助
満
政
府
以
攻
我
軍
者
、
即
視
同
敵
人
。

　
　
七
、
各
国
如
有
以
軍
械
供
給
満
政
府
、
一
経
査
獲
、
即
行
充

　
　
　
公
。

　
も
と
も
と
翻
訳
で
は
、
表
現
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
訳
者
に
よ

っ
て
多
少
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

訳
文
は
原
文
の
意
味
と
異
っ
て
は
い
け
な
い
。
上
掲
の
中
国
語
の

訳
文
の
中
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
か
お
る
。
こ
れ
ら
を
と
り
挙

げ
る
と
、
次
の
四
点
て
あ
る
。

　
田
　
あ
い
さ
つ
文
の
　
コ
コ
〇
乱
９
｛
〇
ヨ
沁
の
〇
ｕ
ｒ
　
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
　
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
l
ｙ
　
ｕ
乱
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｏ
ｏ
ｄ
｡
　
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｂ
ｙ
　
ｄ
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ｅ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
”
と
い
う
句

　
　
は
「
此
余
終
日
孜
々
以
求
之
者
。
今
僅
宣
告
微
意
如
下
」
（
こ

　
　
れ
は
余
は
日
夜
こ
こ
ろ
を
く
だ
い
て
求
め
て
い
る
。
今
、
そ

　
　
の
微
意
を
以
下
の
よ
う
に
宣
言
す
る
）
と
、
翻
訳
さ
れ
て
い

　
　
る
の
は
、
ど
う
も
感
心
で
き
な
い
。

　
閣
　
第
一
条
の
ぶ
日
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
i
n
ｕ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
　
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
　
才
の
召
’
ｏ

　
　
回
の
に
日
の
〇
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｉ
ｒ
　
ｔ
ｅ
ｒ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
〇
元
　
と
の
句
は
「
皆
作

　
　
為
有
効
、
至
該
政
府
顛
覆
之
時
為
止
」
　
（
す
べ
て
有
効
と
見

　
　
倣
さ
れ
て
お
り
、
ず
っ
と
満
洲
政
府
が
顛
覆
ざ
れ
る
時
ま
で
）

　
　
と
、
翻
訳
さ
れ
、
こ
れ
は
原
文
の
意
と
大
き
く
相
違
し
て
い

　
　
る
。

　
③
　
第
二
条
の
ぷ
乱
ｂ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｉ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
i
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

　
　
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
o
m
ｓ
　
ａ
ｓ
　
ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
”
と
の
句
は
「
将
来
以
海
関
税
款
抵

　
　
賠
」
　
（
将
来
、
海
関
よ
り
そ
れ
を
償
還
す
る
）
と
、
翻
訳
さ

　
　
れ
て
い
る
が
、
訳
文
の
「
将
来
」
と
は
原
文
の
中
に
見
当
ら

　
　
な
い
。

　
圈
　
第
四
条
に
あ
る
。
'
ｉ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
i
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｐ
ｉ
ｅ
ｄ
　
ｂ
ｙ
　
ｔ
ｈ
ｅ
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■
Ｃ
ｉ
ｔ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｒ
m
ｙ
”
と
の
句
は
、
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ

　
　
　
「
居
留
中
国
」
　
（
中
国
に
在
留
）
と
い
う
訳
文
は
、
原
文
の

　
　
意
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
四
点
の
中
で
、
こ
と
に
個
の
第
一
条
の
訳
文
は
き
わ
め

て
ひ
ど
い
。
原
文
の
よ
ｈ
ｅ
ｉ
ｒ
　
ｔ
ｅ
ｒ
ヨ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
”
の
ｊ
ｈ
ｅ
ｉ
ｒ
”
は
、

あ
き
ら
か
に
諸
条
約
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
対
満
洲
政
府
で
は

な
い
。
つ
ま
り
か
つ
て
列
強
諸
国
と
の
間
で
結
ば
れ
た
条
約
が
、

そ
れ
ら
の
満
期
ま
で
す
べ
て
有
効
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
中
国
と
列
強
諸
国
と
の
間
で
結
ば
れ
た
一
連

の
不
平
等
条
約
の
中
で
、
領
事
裁
判
権
と
協
定
関
税
な
ど
の
諸
条

規
は
、
中
国
の
国
家
主
権
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
。
列
強
諸
国

は
こ
れ
ら
の
条
規
を
た
て
に
漸
次
に
中
国
の
政
治
・
経
済
を
全
面

的
に
支
配
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
に
し
て
こ
れ
ら
の
諸
特
権
を
手

に
入
れ
た
彼
ら
が
、
容
易
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
え
な
い
。
武
昌
革
命
蜂
起
の
際
、
外
交
活
動
に
必
死
で
あ
っ
た

孫
文
が
、
も
し
「
満
洲
政
府
が
顛
覆
さ
れ
る
ま
で
諸
条
約
は
有
効

で
あ
る
」
、
つ
ま
り
共
和
政
府
が
成
立
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
条
約

を
廃
止
す
る
、
と
宣
言
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
列
強
の
革
命
に
対
す

る
干
渉
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
あ
た
か
も
武
昌
革
命
蜂

起
直
後
の
一
六
日
、
武
漢
の
揚
子
江
に
停
泊
す
る
外
国
軍
艦
は
英

五
、
米
三
、
日
二
、
独
二
、
仏
一
、
合
計
一
三
隻
に
達
し
て
い
る
。

こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
ジ
ョ
ー
ダ
ン
こ
Ｏ
回
Ｚ
し
Ｏ
乙
目
）
は
、

満
洲
政
府
の
総
督
た
る
瑞
激
の
要
請
に
応
じ
て
軍
艦
を
出
動
さ
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

革
命
に
干
渉
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
４
こ
う
し
た
情
況
の

下
に
、
列
強
諸
国
の
干
渉
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
、
ま
た
、
た
と

え
彼
ら
の
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
彼
ら
の
中
立
態
度

を
ど
う
守
ら
せ
る
か
は
、
武
昌
革
命
蜂
起
の
勝
敗
に
か
か
か
る
最

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
当
時
、
国
際
環
境
の
厳
し
さ
を
熟
知
し
て
い
た
孫
文
が
、
古
言

の
中
に
お
い
て
、
不
平
等
条
約
を
全
面
的
に
認
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
は
、
実
は
、
満
洲
政
府
を
一
日
も
早
く
打
倒
す
る
た
め

に
打
ち
出
し
た
や
む
を
え
な
い
方
策
で
あ
る
。
こ
の
一
点
の
み
に

よ
っ
て
孫
文
は
微
温
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
者
だ
と
き
め
つ
け
る
わ

　
　
　
　
　
　
　
困

け
に
は
い
か
な
り
逆
に
、
当
時
の
国
際
情
勢
か
ら
見
て
彼
の
対

外
妥
協
は
、
一
気
に
成
果
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
窮
余
の
策
で
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
二
、
官
一
言
の
成
立

　
上
掲
孫
文
の
宣
言
は
、
一
九
八
一
年
中
華
書
局
よ
り
出
版
さ
れ

た
『
孫
中
山
全
集
』
第
一
巻
五
四
五
頁
に
見
え
て
い
る
。
同
書
は

前
掲
の
『
民
立
報
』
よ
り
こ
の
宣
言
を
「
通
告
各
国
書
」
と
題
し
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て
転
載
し
て
い
る
。
い
つ
、
こ
の
宣
言
が
書
き
あ
げ
ら
れ
た
か
に

つ
い
て
、
同
書
は
「
一
九
一
一
年
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
中
旬

に
か
け
て
の
開
」
と
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
孫
文
が
デ
ン
バ

ー
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
か
ら
民
立
報
で
こ
の
宣
言
を

公
表
す
る
ま
で
の
間
に
書
き
あ
げ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
上
掲
の

一
〇
月
一
四
日
付
ロ
ン
ド
ン
の
日
刊
紙
デ
ー
リ
ー
ク
ロ
ニ
ク
ス
の

記
事
に
よ
っ
て
こ
の
誤
り
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
デ
ン
バ
ー
で
武
昌
革
命
蜂
起
の
ニ
ュ
ー
ー
４
　
知
っ

た
孫
文
は
、
翌
一
三
日
デ
ン
バ
ー
か
ら
シ
カ
ゴ
に
着
い
か
。
同
地

滞
在
中
に
、
革
命
を
支
援
す
る
華
僑
を
集
め
て
「
予
め
中
華
民
国

成
立
大
会
を
祝
う
」
と
い
う
祝
賀
会
を
開
催
し
よ
う
と
し
た
孫
文

は
、
シ
カ
ゴ
同
盟
会
支
部
に
代
っ
て
大
会
の
通
知
を
草
し
た
。
そ

の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
公
啓
者
、
武
昌
已
於
本
月
十
九
日
（
一
〇
月
一
〇
日
Ｉ
筆
者

　
　
注
）
光
復
、
義
声
所
播
、
国
人
莫
不
額
首
相
慶
、
而
虜
運
行

　
　
将
告
終
。
本
会
謹
択
於
二
十
四
日
（
一
〇
月
一
五
日
Ｉ
筆
者

　
　
注
）
開
予
祝
中
華
民
国
成
立
大
会
、
仰
各
界
僑
胞
届
期
踊
躍

　
　
斉
臨
慶
祝
、
以
壮
声
威
、
有
厚
望
焉
。

　
　
　
　
此
怖

　
　
天
運
辛
亥
八
月
二
十
二
日
（
一
九
一
一
年
一
〇
月
仁
二
日
Ｉ

　
　
筆
者
注
）
芝
加
古
（
シ
カ
ゴ
ー
筆
者
注
）
同
盟
会
啓
―

　
上
掲
の
通
知
は
シ
カ
ゴ
在
住
の
中
国
人
、
す
な
わ
ち
華
僑
に
、

中
華
民
国
創
立
祝
賀
会
に
熱
烈
参
加
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
も
の

で
あ
る
。
当
時
、
孫
文
の
行
動
は
依
然
と
し
て
秘
言
聡
さ
れ
て
お

り
、
関
係
者
以
外
、
あ
く
ま
で
人
目
を
さ
け
て
い
か
。
し
た
が
っ

て
、
一
五
日
の
集
会
に
出
席
し
た
孫
文
が
、
何
ら
か
の
発
言
を
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
孫
の
随
行
外
人
新
聞
特
派
員
た
る
Ｆ
・
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こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
、
米
国
西
海
岸

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
、
大
陸
を
横
断
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
赴
き
、
途
中
の
シ
カ
ゴ
で
は
「
孫
文
は
武
昌
の
独
立
宣
言
に
符

合
す
る
た
め
、
欧
米
諸
国
の
利
益
に
関
す
る
声
明
を
発
表
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
声
明
は
、
デ
ー
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ス
に
掲

載
さ
れ
た
Ｉ
〇
月
一
四
日
付
の
孫
文
の
共
和
宣
言
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
孫
文
が
シ
カ
ゴ
に
着
い
た
の
は
、
一
〇
月

コ
二
日
で
、
た
と
え
同
日
に
宣
言
を
書
き
あ
げ
た
と
し
て
も
、
翌

一
四
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
で
直
筆
の
宣
言
め
写
真
を
載
せ
る
こ

と
は
、
事
実
上
、
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
デ
ー
リ
ー
・

ク
ロ
ニ
ク
ス
の
編
集
者
た
る
Ｒ
・
ド
ー
ナ
ル
ド
Ｒ
Ｏ
ｙ
ユ
ロ
Ｏ
Ｉ
に
）

は
同
宣
言
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
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と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
こ
の
問
題
へ
の
回
答
が
到
来
す
る
ま
で
に
、
お
り
し
も
孫
文

　
の
書
信
が
着
い
た
。
こ
の
書
信
の
日
付
は
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
都

　
市
に
な
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
簡
潔
な
も
の
で
、
彼
が
別
の
方

　
面
で
資
金
調
達
に
成
功
し
た
と
の
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、
そ

　
れ
は
書
き
手
の
大
事
業
成
功
へ
の
信
念
を
示
す
と
と
も
に
、
以

　
下
の
宣
言
が
革
命
指
導
者
た
ち
に
よ
り
、
世
界
諸
国
民
に
あ
て

　
た
公
式
声
朋
七
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し

　
て
い
る
。
ト
句

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
、
一
〇
月
一
四
日
ま
で
に
孫
文
の
共
和
宣

言
が
す
で
に
ロ
ン
ド
ン
に
届
い
て
い
た
、
二
、
こ
の
宣
言
は
中
国

の
革
命
指
導
者
た
ち
の
共
通
な
意
見
で
、
孫
文
に
よ
っ
て
英
語
で

書
か
れ
、
正
式
に
世
界
諸
国
に
公
表
さ
れ
た
と
、
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
実
は
、
こ
の
共
和
宣
言
は
、
一
九
〇
五
年
東
京
で
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

さ
れ
た
中
国
同
盟
会
の
対
外
宣
言
の
七
条
ど
、
全
く
同
じ
も
の
で
、

武
昌
革
命
蜂
起
の
前
に
、
列
強
諸
国
の
中
国
革
命
に
対
す
る
支
援
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を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
孫
文
は
、
ア
メ
リ
カ
で
そ
れ
を
英
語
で
書

き
あ
げ
、
ロ
ン
ド
ン
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
へ
と
送
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
、
こ
の
共
和
宣
言
は
中
国
同
盟
会
の
一
貫
し
た
対
外
方

針
で
、
厳
し
い
当
時
の
国
際
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
打
ち
出
さ

れ
た
一
時
的
政
策
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
三
、
宣
言
の
影
響

　
一
〇
月
一
〇
日
の
武
昌
蜂
起
は
、
武
昌
駐
屯
新
軍
中
の
反
満
将

校
と
兵
士
が
、
緊
迫
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
起
し
た
出
来
事
で

あ
る
。
蜂
起
の
時
、
一
部
の
反
満
新
軍
、
す
な
わ
ち
革
命
軍
（
宣

言
中
で
は
国
民
軍
と
称
す
る
）
は
、
武
昌
を
占
領
す
る
と
同
時
に
、

武
昌
対
岸
の
漢
陽
・
漢
口
へ
も
進
攻
し
て
い
っ
た
。
漢
口
は
諸
外

国
領
事
館
の
駐
在
地
で
あ
っ
た
が
、
事
前
に
革
命
軍
側
か
ら
何
ら

も
知
ら
さ
れ
ず
、
当
初
、
彼
ら
は
今
度
の
蜂
起
は
一
九
〇
〇
年
の

義
和
団
事
件
と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
自
国
の
利
益
や
安
全
の
た
め
、
各
国
の
領
事
館
は
、
自
衛
の

方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
武
昌
蜂
起
の
翌
々
二
一

日
、
在
漢
口
松
村
総
領
事
よ
り
林
外
務
大
臣
に
あ
て
だ
電
報
は
、

　
　
軍
艦
対
島
八
本
十
二
日
午
後
一
時
着
、
川
島
司
令
官
ヲ
総
指

　
　
揮
官
ト
シ
テ
各
国
聯
合
ノ
居
留
地
防
衛
計
画
ヲ
定
メ
、
各
租

　
　
界
ハ
各
自
ノ
義
勇
隊
ニ
テ
之
ヲ
守
ル
コ
ト
ヽ
シ
、
軍
艦
ノ
陸

　
　
戦
隊
ヲ
分
布
シ
テ
各
領
事
館
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
ヽ
セ
1
1
佃

と
あ
る
。
他
方
、
北
京
駐
在
イ
ギ
リ
ス
公
使
ジ
ョ
ー
ダ
ン
よ
り
外

務
大
臣
グ
レ
イ
（
戸
｛
｝
諮
巴
に
あ
て
だ
電
報
は
、

　
　
漢
口
駐
在
代
理
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
武
日
四
が
完
全
に
革

　
　
命
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
総
督
術
門
が
焼
か
れ
、
総
督
が
楊

　
　
子
江
中
の
中
国
軍
艦
に
逃
れ
、
こ
の
軍
艦
は
わ
が
国
軍
艦
の

　
　
後
に
停
泊
し
て
い
る
。
総
督
は
、
イ
ギ
リ
ス
租
界
を
保
護
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
わ
が
領
事
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、

　
　
わ
が
国
王
陛
下
に
軍
艦
を
出
動
し
、
革
命
軍
の
漢
口
占
領
を

　
　
ｍ
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。
目
下
、
私
は
わ
が
司
令
官
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
あ
く
ま
で
援
助
せ
よ
と
要
請
し
た
う

と
あ
る
。
当
時
、
日
英
両
両
は
同
盟
国
で
、
こ
と
に
英
国
は
、
在

華
外
交
団
の
牛
耳
を
執
り
、
列
強
諸
国
の
対
華
政
策
は
、
た
い
て

い
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
方
針
を
中
心
に
し
て
勤
い
て
い
た
。

　
さ
て
、
一
〇
月
一
〇
日
、
革
命
軍
は
武
昌
を
占
領
し
た
時
、
捕

虜
の
新
軍
の
旅
団
長
た
る
黎
元
洪
を
擁
立
し
中
華
民
国
軍
政
府
部

省
都
督
府
を
成
立
さ
せ
、
民
政
を
湯
化
竜
、
外
交
を
胡
瑛
に
担
当

さ
せ
た
。
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
革
命
軍

側
は
、
列
強
の
干
渉
を
阻
む
た
め
に
、
革
命
政
権
の
対
外
方
針
を

漢
口
駐
在
の
各
国
領
事
館
に
一
日
も
早
く
通
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
故
に
、
一
〇
月
二
一
日
、
胡
瑛
は
「
中
華
民
国
軍
政
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府
部
省
都
督
照
会
各
国
領
事
」
と
い
う
照
会
を
携
え
、
漢
口
駐
在

の
各
国
領
事
に
届
け
た
。
こ
の
照
会
の
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
七

項
目
の
対
外
方
針
の
原
丸
ぽ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
所
有
清
国
前
此
与
各
国
締
結
之
条
約
、
皆
継
続
有
効
。

　
一
、
賠
款
外
債
照
旧
担
任
、
掲
由
各
省
按
期
如
数
高
還
。

　
一
、
居
留
軍
政
府
占
領
地
域
内
之
各
国
人
民
財
産
、
均
一
律
保

　
　
護
。

　
一
、
所
有
各
国
之
既
得
権
利
、
亦
一
体
保
護
。

　
一
、
清
政
府
与
各
国
所
立
条
約
所
許
之
権
利
、
所
供
之
国
債
、

　
　
其
事
件
成
立
於
此
次
知
照
後
者
、
軍
政
府
概
不
承
認
。

　
一
、
各
国
如
有
助
清
政
府
以
妨
害
軍
政
府
者
、
概
以
敵
人
視
之
。

　
一
、
各
国
如
有
接
済
清
政
府
以
可
為
戦
事
用
之
物
品
者
、
捜
獲

　
　
一
概
没
収
。

　
以
上
の
七
条
を
友
邦
諸
国
に
伝
え
た
革
命
軍
政
府
は
「
わ
が
軍

は
大
義
に
よ
っ
て
決
起
し
、
い
さ
さ
か
も
排
外
の
意
と
、
そ
の
行

動
を
取
る
も
の
で
は
な
い
。
貴
領
事
の
ご
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
旨
を
貴
国
政
府
に
ご
一
報
願
い
た
い
」
と
。
ま
た
照
会

の
日
付
は
「
黄
帝
四
１
　
３
０
Ｕ
九
年
八
月
二
一
日
即
ち
一
九
一
一
年
一

〇
月
こ
百
」
と
あ
仙

　
こ
の
七
条
の
照
会
内
容
は
同
盟
会
の
対
外
宣
言
に
よ
っ
た
も
の

で
、
孫
文
の
共
和
百
言
と
も
一
致
し
て
い
る
。
公
表
は
孫
文
よ
り

二
日
間
早
か
っ
た
。
駐
漢
口
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
こ
れ
を
人
手

す
る
と
、
た
だ
ち
に
北
京
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
伝
え
た
。
翌
一

三
日
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は
こ
の
照
会
の
全
容
を
ク
レ
イ
外
務
大
臣
に

打
電
し
悩
し
た
が
っ
て
ヽ
武
昌
革
命
蜂
起
の
直
後
ヽ
イ
ギ
リ
ス

政
府
は
、
革
命
軍
の
軍
事
行
動
は
単
に
満
洲
政
府
を
顛
覆
す
る
だ

け
で
、
外
国
人
の
生
命
・
財
産
亙
ど
へ
の
加
害
や
、
中
国
で
の
既

得
特
権
・
利
益
な
ど
の
否
定
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
と
信
じ
た
よ
う

だ
。
故
に
ク
レ
イ
外
務
大
匝
よ
り
ジ
ョ
ー
ダ
ン
公
使
に
あ
て
だ
Ｉ

〇
月
一
六
日
付
の
電
報
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
い
か
な
る
行
動
を

採
る
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
生
命
・
町
産
な
ど
の
保
護
に
制
限
さ

れ
る
べ
き
だ
と
訓
令
し
悩
い
わ
ば
イ
ギ
リ
ス
人
の
生
命
・
財
産

な
ど
の
安
全
が
保
証
さ
れ
れ
ば
、
革
命
軍
と
の
衝
突
は
不
必
要
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
結
局
、
ニ
八
旧
夕
、
漢
口
駐
在
英
、
日
、
独
、

仏
、
露
諸
領
事
は
会
議
を
開
き
、
検
討
し
た
上
で
、
中
国
の
内
紛

に
干
渉
せ
ず
、
中
立
態
度
を
守
る
こ
と
を
決
め
、
翌
一
七
日
午
前

一
〇
時
、
諸
国
の
代
表
と
し
て
英
領
事
代
理
Ｈ
・
ゴ
ー
フ
ェ

兄
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
Ｇ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
）
が
武
日
四
の
軍
政
府
を
訪
れ
、
諸
国
の
中
立
方

針
を
都
督
の
黎
元
洪
に
告
げ
た
。
翌
一
八
日
、
諸
国
領
事
は
次
の

よ
う
な
中
立
の
宣
告
を
発
表
し
た
。

　
　
英
、
露
、
仏
、
独
、
日
駐
漢
口
領
事
は
、
厳
重
に
中
立
方
針

　
　
を
守
る
こ
と
を
声
明
す
る
。
目
下
、
中
国
政
府
は
中
国
の
国
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漢口駐在列強諸国領事館の中立宣告
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民
軍
と
相
互
に
戦
っ
て
い
る
。
国
際
公
法
に
基
づ
き
、
も
ち

　
　
ろ
ん
、
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も
政
府
と
そ
の
国
民
の
間
で

　
　
戦
争
が
起
れ
ば
、
そ
の
国
の
国
内
法
に
管
轄
さ
れ
る
。
そ
の

　
　
国
に
在
住
す
る
外
国
人
は
、
彼
ら
に
干
渉
す
る
権
利
が
な
く
、

　
　
ま
た
中
立
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
み
だ
り
に
両
方
の

　
　
関
係
者
を
か
く
し
た
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
に
協
力
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
下
略
「
。

　
武
昌
革
命
蜂
起
の
当
初
、
国
際
情
勢
か
ら
見
れ
ば
、
列
強
諸
国
、

こ
と
に
日
英
は
「
援
清
反
革
」
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

外
国
で
は
孫
文
の
共
和
宣
言
、
内
国
で
は
軍
政
府
の
対
外
声
明
が

あ
い
次
い
で
公
表
さ
れ
、
多
大
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
実
は
孫
文
の

寡
言
と
軍
政
府
の
声
明
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
と
声

明
は
列
強
諸
国
の
在
華
既
得
権
益
を
認
め
る
と
同
時
に
、
中
国
に

お
け
る
各
国
人
民
の
生
命
・
財
産
な
ど
を
保
護
す
る
と
い
う
趣
旨

で
、
日
英
を
始
め
列
強
諸
国
に
か
な
り
好
感
を
与
え
た
。
た
と
え

ば
、
革
命
軍
が
武
昌
を
占
領
す
る
と
同
時
に
、
漢
陽
・
漢
口
を
攻

略
し
姶
め
た
時
、
漢
口
の
揚
子
江
に
停
泊
中
の
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
は

革
命
軍
の
作
戦
行
動
を
妨
げ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
英
租
界
を
利

用
し
、
革
命
軍
よ
宅
撃
し
よ
う
と
す
る
満
洲
政
府
軍
の
軍
事
行
動

も
許
さ
な
か
っ
悩
こ
の
よ
う
な
中
立
態
度
は
ヽ
革
命
軍
の
気
勢

高
揚
や
各
省
独
立
宣
布
の
促
進
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
相
当
大
き
か

つ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
　
む
す
び

孫
文
の
共
和
宣
言
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
歴

史
の
現
実
を
無
視
し
、
単
純
な
「
反
帝
」
の
視
点
か
ら
そ
れ
に
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

判
を
加
え
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
り
同
盟
会
の
既
定
の
対
外
方

針
に
基
づ
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
こ
の
官
一
言
は
、
同
盟
会
の
機
関
紙

た
る
『
民
報
』
に
掲
げ
ら
れ
た
胡
漢
民
の
「
民
報
の
六
大
主
義
」

と
題
す
る
論
文
の
中
で
い
っ
そ
う
明
確
に
さ
れ
て
い
４
　
つ
ま
り

同
盟
会
創
立
の
当
初
に
は
、
国
際
的
環
境
を
充
分
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
決
し
て
帝
国
主
義
に
屈
服
す
る
意

味
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
、
日
本
が
突
き
付
け
た
対
華
二

十
一
ケ
条
要
求
に
は
ヽ
孫
文
も
反
対
し
‰
第
一
次
世
界
大
戦
後

の
一
九
二
〇
年
、
ロ
シ
ア
革
命
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル

ソ
ン
（
朔
Ｏ
Ｏ
會
Ｏ
Ｓ
寅
日
呂
）
の
「
民
族
の
自
決
」
提
案
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
孫
文
は
、
友
人
宮
崎
涌
天
に
あ
七
だ
書
信
で
、
日

本
軍
閥
の
対
華
政
策
に
痛
烈
な
非
難
を
浴
せ
悩
そ
の
後
ヽ
し
ば

し
ば
日
本
に
対
し
て
個
別
に
不
平
等
条
約
の
廃
棄
を
要
望
し
て
い

た
。
一
九
二
一
年
一
月
、
広
州
で
軍
政
府
を
再
建
し
た
孫
文
は
、

広
州
沙
面
駐
在
列
強
諸
国
の
領

　
１
慟
に
、
広
東
に
お
け
る
関
税
自

主
権
の
回
復
の
決
意
を
表
明
し
‰
つ
ま
り
一
九
二
四
年
一
月
国
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民
党
一
全
大
会
の
開
催
、
す
な
わ
ち
国
共
両
党
の
第
一
回
統
一
戦

線
が
成
立
す
る
以
前
に
、
孫
文
の
不
平
等
条
約
廃
棄
の
主
張
と
反

帝
国
主
義
の
思
想
は
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
主
張
と
思

想
が
具
体
化
し
て
一
つ
の
対
外
政
策
と
な
っ
て
い
か
な
か
っ
た
の

は
、
軍
閥
に
か
か
わ
っ
て
強
力
な
統
一
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
孫
文
の
共
和
宣
言
の
歴
史
的
意
義
を
評
価
す
る
に

際
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
発
展
の
段
階
で
の
現
実
を
無
視
し
、

ま
た
客
観
的
、
立
体
的
角
度
か
ら
そ
れ
を
分
析
せ
ず
、
た
だ
一
面

的
な
見
方
で
、
そ
れ
に
批
判
を
加
る
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
歴
史

の
真
実
に
せ
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
㈹

田
　
一
八
九
五
年
一
〇
月
、
広
州
革
命
蜂
起
失
顛
後
、
満
洲
政
府
は
革
命

　
首
領
の
孫
文
を
指
名
手
配
し
、
孫
文
の
「
文
」
を
「
浪
」
に
わ
ざ
と
書

　
き
誤
っ
た
り
し
た
。
と
い
う
の
は
、
孫
文
は
海
賊
の
首
領
だ
と
の
風
聞

　
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
革
命
党
の
機

　
関
紙
た
る
民
立
報
が
、
な
ぜ
満
洲
政
府
と
同
じ
よ
う
に
「
絞
」
を
書
い

　
て
い
る
の
か
分
ら
な
い
。

閣
　
余
蝿
武
「
辛
亥
革
命
時
期
帝
国
土
成
列
強
的
侵
略
政
策
」
　
『
歴
史
研

　
究
』
一
九
六
一
年
第
五
期
収
録
。

閣
　
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
論
述
か
お
る
。
た
と
え
ば
李
時
岳
氏

　
の
「
辛
亥
革
命
与
帝
国
主
義
（
『
辛
亥
革
命
五
十
周
年
紀
念
論
文
集
』

　
下
冊
収
録
、
一
九
六
二
年
、
中
華
吉
局
）
、
久
保
田
文
次
氏
の
「
総
論

　
ト
辛
亥
革
命
の
理
論
と
実
際
」
　
（
『
講
座
中
国
近
現
代
史
』
第
三
巻
収

　
録
、
一
九
七
八
年
、
塞
示
大
学
出
版
会
）
、
横
山
宏
章
氏
の
「
孫
文
の
反

　
帝
民
族
主
義
と
外
交
交
渉
」
　
（
『
明
治
学
院
論
叢
』
　
（
法
学
研
究
）
二

　
九
九
号
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
か
お
る
。
李
氏
は
、
微
温
な
中
国

　
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
党
は
帝
国
主
義
者
を
心
か
ら
恐
れ
、
彼
ら
の
干
渉

　
に
よ
っ
て
中
国
の
革
命
が
失
敗
に
遭
う
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
、
と
い

　
う
。
久
保
田
氏
は
、
革
命
派
は
列
強
を
刺
激
す
る
こ
と
を
努
め
て
避
け
、

　
条
約
改
正
の
構
想
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
宣
伝
せ
ず
、
逆
に
、
民
衆
の
「
排

　
外
」
的
挙
動
を
、
つ
と
め
て
圧
迫
・
抑
制
し
た
、
と
い
う
。
ま
た
横
山

　
氏
は
、
孫
文
は
民
族
主
義
を
高
く
掲
げ
て
き
た
が
、
不
平
等
条
約
の
廃

　
棄
、
国
権
の
回
復
を
正
面
切
っ
て
要
求
し
は
じ
め
る
の
は
遅
か
っ
た
、

　
と
指
摘
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
以
上
の
諸
氏
の
意
見
は
、
反
帝
国
主

　
義
の
気
勢
に
欠
如
し
た
辛
亥
革
命
に
高
く
評
価
を
与
え
る
こ
と
か
で
き

　
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
近
、
陳
錫
供
氏
は
、
「
南
京
臨
時
政
府
成

　
立
前
後
の
孫
中
山
の
活
動
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
「
帝
制
の
打
倒

　
と
共
和
国
樹
立
の
た
め
に
く
り
ひ
ろ
げ
た
孫
中
山
の
外
交
活
動
そ
の
も

　
の
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
」
と
、
示
し
て
い
る

　
の
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
安
藤
彦
太
郎
編
訳
『
辛
亥
革
命
－

　
中
国
近
代
化
の
道
程
Ｉ
』
二
三
頁
に
見
え
る
）
。

倒
　
呉
相
湘
『
孫
逸
仙
先
生
伝
』
　
（
遠
東
図
書
公
司
、
民
国
七
一
年
、
合

　
北
）
下
冊
九
八
〇
ト
九
八
一
頁
、
『
孫
中
山
年
譜
』
　
（
中
華
書
局
、
一

　
九
八
〇
年
、
北
京
）
　
一
二
三
Ｉ
こ
一
四
頁
参
照
。

㈲
　
羅
家
倫
『
国
父
年
譜
』
　
（
民
国
五
八
年
、
合
北
）
増
訂
本
上
冊
三
六

　
五
上
玉
〈
六
頁
。
梅
喬
杯
『
開
削
前
美
洲
華
僑
革
命
史
略
』
　
（
『
中
華

　
民
国
開
国
五
十
年
文
献
』
第
一
編
第
一
二
冊
四
四
六
頁
収
録
、
民
国
五
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三
年
、
合
北
）
。
前
掲
孫
中
山
全
集
第
一
巻
五
四
二
頁
収
録
。
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同
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。
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と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
同
紙
は
か
な
り
自
由
的
、
開
放
的
性
格
を
持

　
っ
て
中
国
の
革
命
に
同
情
の
意
を
示
し
て
い
た
。
同
紙
編
集
の
ド
ー
ナ

　
ル
ド
自
身
が
彼
の
友
人
は
、
中
国
の
革
命
党
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

　
た
よ
う
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
革
命
資
金
を
工
面
す
る
た
め
、

　
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ギ
リ
ス
人
あ
て
に
送
っ
た
孫
文
の
書
信
は
、
ほ
と
ん
ど

　
同
紙
で
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
同
紙
の
政
治
的
立
場
を
う

　
か
が
う
こ
と
か
で
き
る
。

開
中
国
史
学
会
主
編
『
辛
亥
革
命
』
　
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七

　
年
、
上
海
）
目
三
二
上
二
三
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
中
国
同
盟
会
の
［
対

　
外
亘
と
の
七
条
は
、
以
下
の
如
し
。
］
」
所
有
甲
国
前
此
与
各
国
締
結

　
之
条
約
、
皆
継
続
有
効
。
に
償
還
外
債
、
照
旧
担
任
、
恐
由
各
省
洋
関
、

　
如
数
経
還
。
国
所
有
外
国
人
之
既
得
権
利
、
一
体
保
護
。
四
保
護
外
国

　
居
留
軍
政
府
占
領
之
城
内
人
民
財
産
。
㈲
所
有
清
政
府
与
各
国
所
立
条

　
約
、
所
許
各
国
権
利
及
与
各
国
所
借
国
債
、
其
事
件
成
立
於
此
宣
言
之

　
後
者
、
軍
政
府
概
不
承
認
。
因
外
人
有
加
助
清
政
府
以
妨
害
国
民
軍
政

　
府
者
、
概
以
敵
視
。
㈲
外
人
如
有
接
済
清
政
府
以
可
為
戦
争
用
之
物
品

　
者
、
⊇
猫
糖
没
収
。

㈲
　
外
務
省
編
『
清
国
事
件
』
　
（
『
日
本
外
交
文
書
』
第
四
四
、
四
五
巻

　
別
冊
）
二
頁
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
こ
百
「
叛
徒
の
勢
益
々
盛
ン
ト

　
ナ
リ
軍
艦
対
馬
到
着
ノ
件
」

皿
　
一
九
一
一
年
一
〇
月
二
百
付
、
北
京
駐
在
公
使
ジ
ョ
し
ダ
ン
よ
り

　
外
務
大
臣
グ
レ
イ
宛
の
電
報
、
胡
浜
訳
『
英
国
蓉
灰
書
有
㈲
辛
亥
革
命

　
資
料
選
訳
』
　
（
中
華
１
　
局
、
一
九
八
四
年
、
北
京
）
上
冊
一
頁
に
見
え

　
る
。

㈲
　
曹
亜
伯
『
武
員
単
命
館
史
』
正
編
六
七
－
六
八
頁
。

㈲
　
同
上
。

㈲
　
同
注
聞
二
圭
二
頁
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
三
目
付
、
ジ
ョ
ー
ダ
ン

　
公
使
よ
り
ク
レ
イ
外
務
大
臣
宛
の
電
報
。
ま
た
Ｉ
〇
月
一
四
日
付
、
デ

　
ー
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ｉ
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ｅ
ｇ
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ｏ
ヨ
Ｓ
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ｒ
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ｏ
ｈ
ｎ
　
Ｊ
ｏ
ｒ
ｄ
ａ
ｎ
｡
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
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ｉ
ｓ
ｈ
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i
n
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ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｔ

　
Ｐ
ｅ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
｡

ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
　
ｍ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｅ
ｎ

　
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
Ｉ
ｏ
｛
孚
の
回
―
印
乱
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
-

　
ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ａ
ｔ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｏ
ｗ
　
ａ
乱
Ｈ
ａ
ｎ
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
.
”

開
　
同
上
、
四
頁
に
見
え
る
。

㈲
　
同
注
㈲
一
〇
九
１
一
一
〇
頁
。

－45－



㈲
　
同
注
聞
三
頁
、
一
九
一
一
年
】
○
月
一
四
日
付
ニ
ソ
ヨ
ー
ダ
ン
公
使

　
よ
り
ク
レ
イ
外
務
大
匝
宛
の
電
報
。

㈲
　
た
と
え
ば
、
王
慶
奨
・
翁
望
齢
主
編
『
辛
亥
革
命
史
』
　
（
人
民
出
版

　
社
、
一
九
八
一
年
、
北
京
）
下
冊
六
九
Ｉ
に
七
〇
頁
に
は
、
一
九
一
一
年

　
一
〇
月
こ
百
軍
政
府
よ
阿
皮
口
駐
在
各
国
領
事
館
に
届
い
た
「
照
会
」

　
（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
照
会
の
内
容
は
孫
文
の
共
和
宣
一
言
と

　
同
盟
会
の
対
外
宣
一
回
と
同
一
の
も
の
）
に
高
い
評
価
を
加
え
な
が
ら
、

　
同
照
会
中
に
あ
る
「
既
得
権
益
も
一
律
に
保
護
す
る
」
と
の
一
条
に
よ

　
っ
て
「
中
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
帝
国
主
義
に
対
抗
で
き
ぬ
柔
軟
な
態

　
度
を
徹
底
的
に
現
わ
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

㈲
　
科
学
出
版
社
複
製
『
民
報
』
　
（
一
九
五
七
年
、
北
京
）
第
三
号
一
Ｉ

　
二
二
頁
に
見
え
る
。
同
論
文
で
挙
げ
ら
れ
た
第
四
点
「
真
の
世
界
平
和

　
を
維
持
す
る
こ
と
」
、
第
五
点
「
中
日
両
国
の
国
民
的
連
合
を
主
張
す

　
る
こ
と
」
’
、
第
六
点
「
中
国
の
革
新
事
業
に
支
持
す
る
の
を
列
強
諸
国

　
に
求
め
る
こ
と
」
な
ど
か
あ
る
。
こ
の
三
点
に
は
同
盟
会
の
対
外
万
針

　
を
詳
細
に
示
し
て
い
る
。

⑩
　
「
為
中
日
交
渉
復
北
京
学
生
書
」
　
（
党
史
会
編
『
国
父
全
集
』
第
三

　
冊
（
玖
）
二
二
二
Ｉ
二
二
三
頁
、
民
国
五
四
年
、
合
北
）
に
見
え
る
。

姉
　
「
復
宮
崎
寅
蔵
望
糾
正
日
本
軍
閥
侵
華
政
策
書
」
、
同
上
。

昌
　
前
掲
『
孫
中
山
年
譜
』
二
七
四
頁
。

付
記
本
論
に
使
用
さ
れ
た
デ
ー
リ
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ス
資
料
は
、
一
九
一
一

　
年
一
〇
月
ロ
ン
ド
ン
駐
在
日
本
公
使
館
よ
り
外
務
省
政
務
局
に
送
っ
て

　
き
た
切
抜
で
あ
る
。
接
受
日
付
は
明
治
四
四
年
一
一
月
八
日
、
公
信
番

　
号
は
第
一
五
二
号
。
同
資
料
は
、
現
在
、
外
務
省
の
外
交
史
料
館
に
保

　
管
さ
れ
て
い
る
。
同
資
料
は
友
人
姜
義
華
氏
が
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
京

都
に
来
訪
し
た
際
、
筆
者
に
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

側
の
他
の
参
考
資
料
は
友
人
横
山
俊
夫
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
こ
で
両
氏
の
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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